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資
料

基
本
構
想

序
論

基
本
計
画

政　策 施　策 施策の柱

1
支
え
合
い
、生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

1いつまでも元気で
　暮らせる健康づくり

1こころと体の健康の増進 1健康づくり活動の推進
2こころの健康サポートの推進
3公衆衛生環境の向上

2地域医療体制の充実 1上越地域医療センター病院の機能拡充
2地域医療ネットワークの充実

2地域の支え合いで
　安心できる福祉の
　推進

1高齢者福祉の推進 1介護予防の推進
2生きがいの推進・出番の創出
3最適な高齢者福祉サービスの提供

2障害者福祉の推進 1障害福祉サービスの充実
2社会参画の促進

3複合的な課題を抱える
　世帯への支援

1相談支援体制の強化
2自立へ向けた支援の充実

2
安
心
安
全
、
快
適
で
開
か
れ
た
ま
ち

1あらゆる災害に
　柔軟に対応する
　力の向上

1災害への対応力の強化 1危機管理能力の向上
2自然災害への対応力の強化
3原子力災害への対応力の強化

2災害に強い
　都市構造の構築

1地震に強い都市構造の構築
2治山治水対策の推進
3災害に強い住環境の構築

3地域防災力の維持・向上 1防災意識の向上
2自主防災活動の推進

2日常を支える
　安心安全の土台の
　強化

1消防体制の整備 1常備消防体制の整備
2消防団活動の推進

2防犯・交通安全
　対策の推進

1多様化・巧妙化する犯罪への対応
2地域防犯力の向上
3防犯・交通安全意識の向上

3快適な生活環境の保全 1ごみの適正処理の推進
2公害対策の推進
3生活排水処理対策の推進

3快適に暮らせる
　空間の整備・充実

1都市空間の整備・充実 1施設の長寿命化の推進
2効率・効果的なインフラ整備
3良好な景観・安らぎある都市空間の創出

2土地利用政策の推進 1適正な規制と誘導の推進
2持続可能な都市構造の構築

3交通ネットワークの確立 1利用しやすい地域交通の確保
2広域交通網との連結強化
3冬期間の交通網の確保

4豊かな自然と
　調和した社会の形成

1自然環境の保全 1生物多様性の保全
2環境に配慮した事業活動の推進

2地球環境への負荷が
　少ない社会の形成

1ごみの減量とリサイクルの推進
2省エネルギー化の推進
3再生可能エネルギーの普及
4環境学習と保全活動の推進

第1節 基本目標別施策体系一覧

基本計画の概要1第 章

　将来都市像の実現に向け、５つの基本目標、14の政策について体系化するとともに、各政策に位置付け
る38の施策、98の施策の柱を表しています。
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政　策 施　策 施策の柱

❸
誰
も
が
活
躍
で
き
る
ま
ち

1一人一人の個性が
　いかされ活躍できる
　環境づくり

1人権・多様性の尊重 1人権・非核平和の推進
2多文化共生の推進
3ユニバーサルデザインの推進

2男女共同参画の推進 1男女共同参画意識の向上
2女性活躍・女性参画の促進
3相談支援体制の充実

3若者が活躍できる
　環境づくり

1生活支援の充実
2交流機会の創出

2人と人、人と地域の
　つながりの形成

1コミュニティの充実 1地域を担う人材育成
2地域自治の推進
3地域コミュニティ活動の活性化

2多様な市民活動の促進 1市民活動の支援
2市民参画と連携・協働の推進

3つながりの創出・拡大 1支え合い体制の強化
2関わりの創出・拡大
3移住定住の推進

❹
魅
力
と
活
力
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

1新たな価値を
　創り出す産業基盤の
　確立

1地域に根付く
　産業の活性化

1工業の活性化
2商業の活性化
3中小企業・小規模企業の振興

2企業立地・
　物流拠点化の推進

1企業立地の推進
2直江津港の拠点性の強化

3新産業・
　ビジネス機会の創出

1新産業・成長産業の創出
2起業・創業の支援
3新市場開拓の促進

4雇用機会の拡大と
　就労支援

1地元企業の認知度向上
2雇用環境の向上
3職業能力の習得・向上

2まちの魅力を
　いかしたにぎわいの
　創出

1観光振興の強化 1当市ならではの観光地域づくり
2広域交通網をいかした広域周遊観光の推進
3市内の回遊性の向上

2シティプロモーション
　の推進

1市内外に向けた情報・魅力発信の推進
2各種コンベンション等の誘致

3活力ある
　農林水産業の確立

1農業の振興 1担い手の確保・育成
2生産基盤の強化・充実
3農業の収益性の向上

2林業・水産業の振興 1担い手の確保・育成
2森林・水産資源の保全・活用
3林業・水産業の収益性の向上

3農林水産業の価値と
　魅力向上

1魅力ある地域資源の有効活用
2食育・地産地消の推進
3喜びと生きがいを感じられる生産活動の推進

❺
次
代
を
担
う
ひ
と
を
育
む
ま
ち

1安心して子どもを
　産み育て、健やかに
　育つ環境づくり

1切れ目のない子育て支援 1母子保健の充実
2子育て家庭への経済的支援
3子どもの育ち支援の充実

2子育て環境の充実 1保育園等の充実
2多様な保育サービスの提供

2自ら学ぶ心豊かな
　ひとづくり

1主体的な学びを支える
　学校教育の充実

1学力向上の推進
2特色ある学校教育の推進

2教育環境の充実 1全ての子どもの学びの保障
2学校の適正配置・学びの環境の整備

3生涯にわたる
　学びの推進

1多様な学びの推進 1多様な学習機会の充実
2多様な学習活動の推進

2スポーツの振興 1スポーツ活動の充実
2スポーツ環境の充実

3文化活動の振興 1歴史・文化的資源の保存と活用
2文化・芸術活動の推進
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第1章　基本計画の概要
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資
料
編

基
本
構
想

序
論

基
本
計
画

こころと体の健康の増進１-１-１

基本目標１　支え合い、生き生きと暮らせるまち

ありたい姿

施策の柱

現　状

目　標

　「人生100年時代」において、子どもから高齢者まで全ての世代の誰もが生涯を通じてこころと体の健康
が保たれ、健康寿命※が延伸し、自立した暮らしを送っています。

・疾病の発症と重症化の予防、また、疾病の早期発見・早期治療を図るため、各種予防接種や健康診査、
人間ドック等を受診しやすい環境づくりに取り組みます。

・市民の健康を維持し、予防可能な脳血管疾患※等により要介護認定を受ける人を減少させるとともに、
健康寿命※の延伸を図るため、生涯を通じた切れ目のない生活習慣病※予防・介護予防の取組を推進し
ます。

・中小企業を始め、事業所における健康づくりの取組を推進し、働き盛り世代が健診結果と生活習慣と
の関係性を理解し、自分の健診結果に応じた生活習慣の見直しが図られるよう支援します。

・障害のある人が必要な医療を受け、健康な毎日を送ることができるよう、手帳の交付時や医療機関の
受診時等において医療費助成制度の説明等を行い、確実な利用を支援します。

・児童生徒が自らの生活習慣を振り返り、見直しや改善を図る学習を支援するほか、自分の体の状況を
知るきっかけを提供します。

・自殺を未然に防ぐため、関係機関とのネットワークづくりを推進し、「気づき・傾聴・つなぐ・見守
る」体制づくりの活動や、自殺予防研修会の開催、広報上越・市ホームページ等を活用した周知を行
い、こころの健康に関する正しい知識の啓発に努めるとともに、悩みを抱える人に寄り添うなど、自
殺ハイリスク者※への対応に取り組みます。

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止に向け、防疫や注意喚起に取り組むとともに、新型イン
フルエンザ等の市民の生命・健康に重大な影響を与える感染症が発生した際の備えとして、マスクや
防護服、消毒液等の備蓄品を確保し、迅速に対応することができる体制を整えます。

・斎場施設設備の老朽化と将来の火葬需要の増加に対応するため、新上越斎場の整備に取り組みます。

・‌‌生活習慣や食生活の乱れから、小児期からの肥満が増加傾向にあるほか、成人男性のメタボリックシンド
ローム※の該当者が増加しており、糖尿病※や脂質異常症※に高血圧を併せ持つ人の割合が増えています。
・‌‌また、脳血管疾患※、心疾患※、腎疾患※等を発症した人のうち、約７割が健診未受診者であるほか、が
ん検診の受診率は県内の他市町村と比較しても低い状況であり、特に若い働き盛り世代においてその傾
向が顕著となっています。

・‌‌このほか、当市における近年の自殺死亡者数は年間30～50人で推移しており、自殺予防に向けた地域
の取組や自殺ハイリスク者※への対応が求められています。

・‌‌令和７年には団塊の世代※が全て後期高齢者※となり、医療ニーズの高い高齢者が増え、更なる医療費の
増大が予想されているほか、近年では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、療養者が多数発
生するなど市民生活に様々な影響を及ぼしています。

・‌‌生活習慣病※の発症と重症化が予防されるとともに、歯・口腔の健康が維持されているほか、各種がん
の早期発見と早期治療が図られています。

・‌‌自殺予防について市民が正しい知識を持ち、地域ぐるみの取組により、自殺者が減少しています。
・‌‌医療、福祉、介護サービス等の利用を経済的な負担や感染症への不安などを理由に控えることなく、安
心して利用することができています。

・‌‌感染症による市民生活への影響を最小限に抑えるため、発生・拡大防止に向けた備えが整っています。
・‌‌市民の健康寿命が延伸し、一人当たりの医療費の伸びが抑えられています。

成果指標
項　目 現　状　値 R8　中間目標値 R12　目標値

特定健診※受診率と
特定保健指導※の実施率
（国民健康保険加入者）

特定健診受診率　　：41.4%
特定保健指導実施率：61.7%

（R2）

特定健診受診率　　：53.0%
特定保健指導実施率：68.4%

特定健診受診率　　：53.0%以上
特定保健指導実施率：68.4%以上

かつR８実績値以上

肥満傾向にある児童
（小学校５年生）の割合 13.4%（R4） 12.0%以下 12.0%以下

血液検査の脂質検査の
結果の有所見者率（中学生） 21.0%（R3） 21.0%以下 21.0%以下

自殺死亡率（人口10万人
当たりの自殺死亡者数） 24.2（R3） 15.7以下 15.7以下かつ

R８実績値以下

1  健 康 づ く り 活 動 の 推 進

2  こ こ ろ の 健 康 サ ポ ー ト の 推 進

3  公 衆 衛 生 環 境 の 向 上

基本目標別施策2第 章

●3歳児（肥満度15％）と小学校5年生（肥満度20％）の肥満傾向

出所：上越市学校教育課、新潟県「母子保健の概況」、新潟県「学校保健統計調査」を基に作成

※R2年度新潟県（小学校5年生）について、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を
　受け、健診実施時期が例年とは異なる
※新潟県におけるデータについて、統計上の最新値はR2年度
※上越市（3歳）におけるデータについて、統計上の最新値はR3年度

（％）

上越市（3歳） 新潟県（3歳）
上越市（小学校5年生） 新潟県（小学校5年生）

（年度）
0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

R4R3R2R1H30

10.1

10.1 

4.9 
6.5 6.8 6.6

3.9 4.2 
5.2

8.4 

12.2 
11.2 

13.4

10.9 
9.6

▲小学校での自らの生活習慣に関する振り返り学習
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第2章　基本目標別施策

第2節 基本目標別施策の見方

❶‌� 基本目標と施策の名称を表しています。

❸‌ ‌�市民生活や社会がどのような状態
にあることが望ましいかなど、令和
22（2040）年頃を目安とする、将
来のありたい姿を記載しています。

❺ ‌�「ありたい姿」の実現に向け、８年間の取
組を進めることにより、達成を目指す具
体的な状態を記載しています。また、施
策の進捗状況を測る「ものさし」として
成果指標を設定しています。

❹ ‌�施策の展開に当たり、
当市の現状や取り巻く
社会経済環境等につい
て記載しています。

❷ ‌�当該施策が寄与する
SDGsのゴールを表し
ています。
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資
料
編

基
本
構
想

序
論

基
本
計
画

こころと体の健康の増進１-１-１

基本目標１　支え合い、生き生きと暮らせるまち

ありたい姿

施策の柱

現　状

目　標

　「人生100年時代」において、子どもから高齢者まで全ての世代の誰もが生涯を通じてこころと体の健康
が保たれ、健康寿命※が延伸し、自立した暮らしを送っています。

・疾病の発症と重症化の予防、また、疾病の早期発見・早期治療を図るため、各種予防接種や健康診査、
人間ドック等を受診しやすい環境づくりに取り組みます。

・市民の健康を維持し、予防可能な脳血管疾患※等により要介護認定を受ける人を減少させるとともに、
健康寿命※の延伸を図るため、生涯を通じた切れ目のない生活習慣病※予防・介護予防の取組を推進し
ます。

・中小企業を始め、事業所における健康づくりの取組を推進し、働き盛り世代が健診結果と生活習慣と
の関係性を理解し、自分の健診結果に応じた生活習慣の見直しが図られるよう支援します。

・障害のある人が必要な医療を受け、健康な毎日を送ることができるよう、手帳の交付時や医療機関の
受診時等において医療費助成制度の説明等を行い、確実な利用を支援します。

・児童生徒が自らの生活習慣を振り返り、見直しや改善を図る学習を支援するほか、自分の体の状況を
知るきっかけを提供します。

・自殺を未然に防ぐため、関係機関とのネットワークづくりを推進し、「気づき・傾聴・つなぐ・見守
る」体制づくりの活動や、自殺予防研修会の開催、広報上越・市ホームページ等を活用した周知を行
い、こころの健康に関する正しい知識の啓発に努めるとともに、悩みを抱える人に寄り添うなど、自
殺ハイリスク者※への対応に取り組みます。

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止に向け、防疫や注意喚起に取り組むとともに、新型イン
フルエンザ等の市民の生命・健康に重大な影響を与える感染症が発生した際の備えとして、マスクや
防護服、消毒液等の備蓄品を確保し、迅速に対応することができる体制を整えます。

・斎場施設設備の老朽化と将来の火葬需要の増加に対応するため、新上越斎場の整備に取り組みます。

・‌‌生活習慣や食生活の乱れから、小児期からの肥満が増加傾向にあるほか、成人男性のメタボリックシンド
ローム※の該当者が増加しており、糖尿病※や脂質異常症※に高血圧を併せ持つ人の割合が増えています。
・‌‌また、脳血管疾患※、心疾患※、腎疾患※等を発症した人のうち、約７割が健診未受診者であるほか、が
ん検診の受診率は県内の他市町村と比較しても低い状況であり、特に若い働き盛り世代においてその傾
向が顕著となっています。

・‌‌このほか、当市における近年の自殺死亡者数は年間30～50人で推移しており、自殺予防に向けた地域
の取組や自殺ハイリスク者※への対応が求められています。

・‌‌令和７年には団塊の世代※が全て後期高齢者※となり、医療ニーズの高い高齢者が増え、更なる医療費の
増大が予想されているほか、近年では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、療養者が多数発
生するなど市民生活に様々な影響を及ぼしています。

・‌‌生活習慣病※の発症と重症化が予防されるとともに、歯・口腔の健康が維持されているほか、各種がん
の早期発見と早期治療が図られています。
・‌‌自殺予防について市民が正しい知識を持ち、地域ぐるみの取組により、自殺者が減少しています。
・‌‌医療、福祉、介護サービス等の利用を経済的な負担や感染症への不安などを理由に控えることなく、安
心して利用することができています。
・‌‌感染症による市民生活への影響を最小限に抑えるため、発生・拡大防止に向けた備えが整っています。
・‌‌市民の健康寿命が延伸し、一人当たりの医療費の伸びが抑えられています。

成果指標
項　目 現　状　値 R8　中間目標値 R12　目標値

特定健診※受診率と
特定保健指導※の実施率
（国民健康保険加入者）

特定健診受診率　　：41.4%
特定保健指導実施率：61.7%

（R2）

特定健診受診率　　：53.0%
特定保健指導実施率：68.4%

特定健診受診率　　：53.0%以上
特定保健指導実施率：68.4%以上

かつR８実績値以上

肥満傾向にある児童
（小学校５年生）の割合 13.4%（R4） 12.0%以下 12.0%以下

血液検査の脂質検査の
結果の有所見者率（中学生） 21.0%（R3） 21.0%以下 21.0%以下

自殺死亡率（人口10万人
当たりの自殺死亡者数） 24.2（R3） 15.7以下 15.7以下かつ

R８実績値以下

1  健 康 づ く り 活 動 の 推 進

2  こ こ ろ の 健 康 サ ポ ー ト の 推 進

3  公 衆 衛 生 環 境 の 向 上

基本目標別施策2第 章

●3歳児（肥満度15％）と小学校5年生（肥満度20％）の肥満傾向

出所：上越市学校教育課、新潟県「母子保健の概況」、新潟県「学校保健統計調査」を基に作成

※R2年度新潟県（小学校5年生）について、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を
　受け、健診実施時期が例年とは異なる
※新潟県におけるデータについて、統計上の最新値はR2年度
※上越市（3歳）におけるデータについて、統計上の最新値はR3年度

（％）

上越市（3歳） 新潟県（3歳）
上越市（小学校5年生） 新潟県（小学校5年生）

（年度）
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R4R3R2R1H30
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10.1 
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3.9 4.2 
5.2

8.4 

12.2 
11.2 

13.4

10.9 
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▲小学校での自らの生活習慣に関する振り返り学習
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第2章　基本目標別施策

❻ ‌�現状を踏まえ、ありたい姿の実現に向
けた各取組を進めるに当たっての方向
性を記載しています。

❼ ‌�トピックスとして、関連するデータやグ
ラフ、取組の写真等を掲載しています。
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第1章　基本計画の概要


